
62,500
〒463-0065　名古屋市守山区廿軒家12-18  ☎052（755）5011

第３金曜日発行　　　　第７８０号〔１〕　２０２２年（令和４年）　４月号

　

発
足
か
ら

年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
区
内
で
は
２
番
目
に

新
し
い
消
防
団
で
す
。
活
動
拠

点
の
詰
め
所
は
桔
梗
平
二
丁
目

地
内
に
構
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
新
し
い
人
が
加
わ

り
、
団
員
の
年
代
も
幅
広
く
な

り
ま
し
た
。
新
団
員
に
入
団
の

き
っ
か
け
を
聞
い
て
み
る
と
。

「
結
婚
と
同
時
に
吉
根
学
区
へ

移
り
住
み
、
小
学
校
の
『
お
や

じ
の
会
』
な
ど
地
域
活
動
へ
の

参
加
で
多
く
の
交
流
が
深
め
ら

れ
た
か
ら
」
と
の
こ
と
。

　

わ
が
団
は
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
講
じ
た
上

で
、
毎
月
の
定
例
会
合
と
火
災

予
防
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
技
能
習

得
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

吉
根
学
区
の
消
防
・
防
災
の

要
と
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

志
段
味
東
学
区
は
北
に
庄
内

川
が
流
れ
、
東
谷
山
か
ら
西
南

へ
丘
陵
地
帯
が
広
が
る
な
ど
土

砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
が

点
在
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　

団
の
活
動
内
容
は
地
域
で
の

消
火
活
動
、
大
規
模
災
害
時
の

救
助
活
動
で
す
。
ま
た
平
常
時

の
巡
回
広
報
や
防
火
指
導
、
防

災
訓
練
や
啓
発
活
動
な
ど
の
実

施
を
通
じ
て
、
微
力
な
が
ら
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化

も
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
の
上
志
段
味
小
学

校
新
設
に
伴
い
、
団
の
分
離
編

成
を
行
う
必
要
か
ら
、
新
入
団

員
募
集
・
増
員
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
興
味
が
あ
る
、
地
域

の
人
と
交
流
を
深
め
た
い
な
ど

動
機
は
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
地
域
で
の
消
防
活
動
の

歴
史
は
と
て
も
長
く
、
鎮
守
さ

ま
の
境
内
に
火
の
見
や
ぐ
ら
を

構
え
る
な
ど
、
古
く
よ
り
安
全

を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

森
孝
西
学
区
は
い
ま
も
、
消

防
車
が
入
れ
な
い
よ
う
な
道
沿

い
に
民
家
が
多
く
並
び
、
火
災

予
防
上
で
警
戒
を
要
す
る
区
域

が
広
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
区
域
に
つ
い
て

も
、
日
頃
か
ら
の
予
防
広
報
や

進
入
・
避
難
経
路
の
想
定
な
ど

を
行
っ
て
、
火
災
発
生
の
際
に

素
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
意
識

を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
た
地
域
の
特
性
を
次
の
世

代
に
継
承
し
な
が
ら
、
地
域
住

民
に
し
か
で
き
な
い
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
緒
に
地
域
を
守
っ
て
く
れ

る
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
当
団
、
ま
た
は
区
消

防
団
連
合
会
事
務
局
へ
。

吉
根
消
防
団

２
０
０
９
年
発
足
、団
員

人　

伊
藤
壽
秋
団
長

森
孝
西
消
防
団

１
９
８
１
年
発
足
、団
員

人　

青
木
正
則
団
長

志
段
味
東
消
防
団

１
９
６
４
年
発
足
、団
員

人　

松
原
雅
彦
団
長

み
ん
な
の
ま
ち
の

消
防
団
紹
介

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

守
山
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局（
守
山
消
防
署
総
務
課
）

　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
５
２（
７
９
１
）０
１
１
９
へ

　

「
金
城
学
院
大
学
×
セ
ン
ト

ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー

に
よ
る　

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
２
２
」
が
五
月
十
三
日

（
金
）
、
電
気
文
化
会
館
＝
中

区
栄
二
＝
ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
る
。
午
後
七
時

開
演
、
同
六
時
半
開
場
。

　

金
城
学
院
大
学
＝
大
森
二
＝

文
学
部
音
楽
芸
術
学
科
生
と
、

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の

弦
楽
器
奏
者
が
室
内
楽
で
共
演

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
同
大
と
同

楽
団
は
二
〇
一
一
年
に
包
括
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
地
域
社
会

の
発
展
に
役
立
と
う
と
す
る
共

催
公
演
を
続
け
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
シ
ュ
ー
マ

ン
「
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲　

第
１

楽
章
」
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
曲　

第
４

楽
章
」
「
オ
ー
ボ
エ
四
重
奏
曲

　

第
１
楽
章
」
ほ
か
。
七
人
の

学
生
た
ち
が
、
み
ず
み
ず
し
い

演
奏
を
披
露
す
る
。

　

入
場
料
（
全
指
定
席
）
二
千

円
、
未
就
学
児
は
入
場
不
可
。

チ
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
団
＝
☎
０
５
２
（
５
８

１
）
３
８
５
１
＝
へ
。
愛
知
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
＝
東
区
東
桜
一
＝
で
も
チ
ケ

ッ
ト
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
五
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
室
内

楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
本
文
に
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売

店
名
を
記
入
し
て
＝circle@

m-hn.com

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
守
山
区
廿
軒
家


の

、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
二
十
六

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　

地
元
の
歴
史
解
明
を
続
け
て

い
る
「
守
山
郷
土
史
研
究
会
」

（
道
木
正
信
代
表
）
は
こ
の
ほ

ど
、
年
一
回
の
会
報
「
も
り
や

ま
」
の
最
終
号
と
な
る
四
十
一

号
＝
写
真
＝
を
発
刊
し
た
。

　

主
な
内
容
は
「
天
井
川
化
と

共
に
『
成
長
』
し
た
矢
田
川
の

霞
堤
」
「
聞
き
書
き　

む
か
し

の
守
山
」
な
ど
会
員
の
報
告
六

点
。
巻
頭
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で

は
、
平
成
元
年
の
新
聞
折
り
込

み
広
告
の
守
山
区
関
係
分
を
数

多
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
史
料
は
「
原
田
久
司

記　

わ
が
町
『
矢
田
』
」「
守
山
村

白
山
神
社
郷
蔵
文
書　

補
遺
」

ほ
か
を
収
録
。
Ｂ
５
判
、
百
五

十
六
㌻
、
定
価
千
五
百
円
。
川

村
町
の
白
沢
書
店
、
大
森
三
の

臼
井
書
店
、
千
種
区
の
ち
く
さ

正
文
館
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
執
筆
者
に
よ
る

内
容
説
明
会
が
四
月
十
六
日
・

五
月
七
・
二
十
一
日
（
い
ず
れ

も
土
）
の
午
後
二
時
―
同
四

時
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

＝
守
山
三
＝
で
開
か
れ
る
。
参

加
費
は
一
回
に
つ
き
五
百
円
。

　

同
会
は
今
後
も
月
一
回
の
例

会
や
現
地
見
学
会
な
ど
の
活
動

を
継
続
。
地
元
の
歴
史
に
興
味

が
あ
る
人
を
対
象
に
新
会
員
も

募
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

道
木
さ
ん
方
＝
☎
０
５
２
（
７

９
１
）
２
３
０
４
＝
へ
。

　

約
二
千
二
百
世
帯
で
つ
く
る

上
志
段
味
自
治
会
は
、
自
治
会

活
動
へ
気
軽
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
「
上
志
段
味
ゆ
る
さ
ぽ
」

を
こ
の
ほ
ど
ス
タ
ー
ト
。
先
月

五
日
に
は
、
ゆ
る
さ
ぽ
メ
ン
バ

ー
が
初
め
て
携
わ
る
「
こ
ど
も

用
品
お
ゆ
ず
り
会
」
が
催
さ

れ
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

ゆ
る
さ
ぽ
は
「
ゆ
る
ー
く
サ

ポ
ー
ト
」
の
略
。
半
日
だ
け
で

も
手
伝
い
た
い
、
子
ど
も
と
一

緒
に
参
加
し
た
い
な
ど
「
で
き

る
と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を
」

が
基
本
ス
タ
イ
ル
。
同
自
治
会

会
員
の
一
人
が
、
幼
稚
園
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
で
「
少
し
だ
け
な
ら

手
伝
え
る
の
に
」
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

こ
と
し
二
月
、
ウ
ェ
ブ
と
回

覧
板
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
。
現

在
は
子
育
て
中
の
母
親
ら
二
十

人
ほ
ど
が
登
録
し
て
お
り
、
手

伝
い
の
依
頼
・
参
加
の
可
否
と

い
っ
た
や
り
取
り
は
全
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
を
通
じ

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

〝
福
祉
の
ま
ち
守
山
〟
を
目
指

す
「
区
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

で
の
取
り
組
み
と
し
て
企
画
・

実
施
。
地
域
の
人
が
集
う
居
場

所
づ
く
り
と
多
世
代
交
流
を
進

め
る
も
の
で
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
推
進
も
狙
い
の
一
つ
。

　

区
役
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
区
社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か

で
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
一
昨
年
の
十
一
月
、
企
画

内
容
を
「
ラ
イ
麦
ス
ト
ロ
ー
＆

ヒ
ン
メ
リ
作
り
」
に
決
定
。
翌

月
に
は
、
関
係
者
の
畑
や
花
壇

な
ど
六
カ
所
に
無
農
薬
栽
培
の

ラ
イ
麦
の
種
を
ま
い
た
。

　

ス
ト
ロ
ー
作
り
の
工
程
は
①

収
穫
・
天
日
干
し
②
茎
の
節
切

り
③
長
さ
を
切
り
そ
ろ
え
て
洗

浄
と
消
毒
、
乾
燥
④
包
装
―
な

ど
。
そ
の
ほ
か
に
も
ラ
イ
麦
本

来
の
美
し
さ
を
生
か
し
、
北
欧

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
伝
統
の
装
飾
品

「
ヒ
ン
メ
リ
」
作
り
を
楽
し
む

催
し
も
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

数
多
く
の
個
人
の
ほ
か
、
学
校

や
企
業
な
ど
三
十
二
団
体
が
協

力
。
引
き
続
き
参
加
者
を
募
集

し
て
お
り
、
関
係
者
は
「
好
き

な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
か
ら
参

加
し
て
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
の

形
は
、
休
耕
畑
や
自
宅
の
プ
ラ

ン
タ
ー
で
ラ
イ
麦
を
育
て
る
、

み
ん
な
で
収
穫
す
る
、
穂
や
葉

を
取
り
除
く
作
業
を
行
う
な
ど

さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
作
業
場
所
の

提
供
や
、
ラ
イ
麦
ス
ト
ロ
ー
を

店
で
使
用
・
販
売
す
る
と
い
っ

た
こ
と
で
も
協
力
で
き
る
。

　

親
子
を
は
じ
め
、
み
ん
な
で

一
緒
に
楽
し
も
う
と
す
る
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
「
わ
や
く
ち
ゃ
サ
ミ

ッ
ト
」
が
先
月
十
三
日
、
小
幡

緑
地
本
園
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
・

ヤ
ネ
ル
で
催
さ
れ
、
家
族
連
れ

ら
約
七
百
人
が
来
場
し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
活
動

テ
ー
マ
の
一
つ
に
し
て
い
る
名

古
屋
守
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
小

幡
緑
地
冒
険
遊
び
場
の
会
が
主

催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
的
な
環

境
の
中
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び

伸
び
と
遊
べ
る
一
日
を
つ
く
ろ

う
と
初
め
て
開
い
た
も
の
。

　

わ
や
く
ち
ゃ
は
「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
」
な
ど
の
意
味
で
、
子
育
て

中
の
母
親
の
集
ま
り
と
い
っ
た

各
種
団
体
も
参
加
・
協
力
。
体

験
型
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た

十
七
の
ブ
ー
ス
が
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
木
々
の
間
に
並
ん
だ
。

　

の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち
と
木
の

端
材
に
よ
る
お
も
ち
ゃ
作
り
、

火
お
こ
し
を
し
た
後
に
マ
シ
ュ

マ
ロ
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
焼

い
て
食
べ
る
た
き
火
、
ロ
ー
プ

を
使
っ
た
木
登
り
な
ど
が
催
さ

れ
、
あ
ち
こ
ち
に
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

駄
菓
子
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
登
場
し
、
家
族
連
れ
が
長
い

行
列
を
つ
く
っ
た
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
ブ
ー
ス

を
団
員
と
し
て
手
伝
い
、
会
場

も
巡
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
五
年

生
の
男
の
子
は
「
思
っ
て
た
よ

り
人
が
多
い
し
、
楽
し
め
る
所

も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
驚
い
た
」

と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

て
行
っ
て
い
る
。

　

「
試
し
に
や
っ
て
み
よ
う
」

で
始
ま
っ
た
と
い
う
「
こ
ど
も

用
品
お
ゆ
ず
り
会
」
は
、
上
志

段
味
公
民
館
＝
上
志
段
味
中
屋

敷
＝
で
開
催
。
お
も
ち
ゃ
や
子

ど
も
服
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
と
い
っ

た
品
物
が
数
多
く
並
び
、
開
場

前
に
行
列
が
見
ら
れ
る
な
ど
約

三
百
人
が
来
場
し
た
。

　

ゆ
る
さ
ぽ
メ
ン
バ
ー
は
、
あ

ら
か
じ
め
地
域
に
未
就
学
児
の

用
品
の
協
力
を
呼
び
掛
け
、
持

ち
込
ん
で
も
ら
う
形
で
回
収
。

集
ま
っ
た
も
の
は
一
点
ず
つ
汚

れ
や
不
具
合
が
な
い
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
ウ
エ
ッ
ト
シ
ー
ト
や

ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
を
使
っ
て

除
菌
作
業
も
行
っ
た
。

　

宅
地
開
発
が
進
む
上
志
段
味

地
区
は
こ
の
十
年
で
人
口
が
二

倍
以
上
に
増
え
、
住
民
の
四
人

に
一
人
が
十
四
歳
以
下
の
子

ど
も
。
ゆ
る
さ
ぽ
の
き
っ
か

け
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
な

っ
た
女
性
は
「
若
い
世
代
の

力
を
借
り
な
が
ら
自
分
た
ち

で
考
え
、
地
域
を
楽
し
く
し

て
い
き
た
い
」
と
に
っ
こ

り
。
ま
た
「
地
域
の
み
ん
な

を
大
切
に
思
う
よ
う
な
、
そ

ん
な
ま
ち
に
で
き
た
ら
」
と

も
話
し
て
い
た
。

　

み
ん
な
で
ラ
イ
麦
を
育
て
て
ス
ト
ロ
ー
を
作
る
な
ど
、
人
に
も
環
境
に
も
優
し
い
地
域
社
会
に

し
て
い
こ
う
と
す
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

ラ
イ
麦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
三
年
目
を
迎
え
た
。

そ
の
活
動
の
輪
は
少
し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
引
き
続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
者
も

募
集
し
て
い
る
。

　

参
加
方
法

に
つ
い
て
な

ど
問
い
合
わ

せ
は
守
山
区

社
会
福
祉
協

議
会
＝
☎
０
５
２
（
７
５
８
）

２
０
１
１
＝
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い

る
。

金
城
学
院
大
学
×
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

メ
ン
バ
ー
に
よ
る　

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

来
月

日 

電
気
文
化
会
館
で
開
催

電
気
文
化
会
館
で
は
５
回
目

の
開
催
「
室
内
楽
コ
ン
サ
ー

ト
」
（
写
真
は
昨
年
）

会
報「
も
り
や
ま
」最
終
号
を
発
刊

「
守
山
郷
土
史
研
究
会
」は
今
後
も
活
動
を
継
続

「
こ
ど
も
用
品
お
ゆ
ず
り
会
」盛
況

「
上
志
段
味
ゆ
る
さ
ぽ
」メ
ン
バ
ー
が
初
め
て
開
催

デ
イ
キ
ャ
ン
プ「
わ
や
く
ち
ゃ
サ
ミ
ッ
ト
」

小
幡
緑
地
冒
険
遊
び
場
の
会
な
ど
が
主
催

多
く
の
人
が
参
加
し
、
無
農
薬
・

無
肥
料
で
ラ
イ
麦
を
育
て
て
い
る

ラ
イ
麦
ス
ト
ロ
ー
と
そ
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
、
奥
は
ヒ
ン
メ
リ
作
品
の
例

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
行

わ
れ
て
い
る
節
切
り
作
業

大
き
く
育
っ
た
ラ
イ
麦
を

み
ん
な
で
協
力
し
て
収
穫

好評だった「こども用品おゆずり
会」の次は「絵本だけのおゆずり
会」を企画しているとのこと

絵
の
具
を
使
っ
て
大
き
な
紙
に
思

い
思
い
の
絵
を
描
く
子
ど
も
た
ち

人
に
も
環
境
に
も
優
し
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て

ラ
イ
麦
を
育
て
る
な
ど
活
動
へ
の
参
加
者
を
募
集
中

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

ラ
イ
麦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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